
アメ リカ を 巡りて (I)

瀬木紀男

T. SEGI: My visit to America (1) 

筆者はハワイ lζて昨夏開催された太平洋学術会議出席後，アメリカ各地

の藻類学関係の大学，I日lf海実験所.水族館等を歴訪する機会を得たが，就ヰl

Gelidiu!Il， Polysiρhoniaの Typespecimenを精査しiSたこと p 夏季休暇巾lと

も拘らず多数の各国藻類学者と会談し得た事等は幸であった。以下藻類学関

係lζ主点をおいてl眠次経過報告する次第である。

(1) ハワイヘ

羽田を日航機で昨作8月中句飛び立ち，太平洋を一路東進ハワイ lζ向っ

た。 途中 ウエーキl誌に立寄ったが， 出発後僅か81時間余で早くもホ ノノレノレlζ

到着した。 空港で知人より大きな レイ 2個を首にかけられ，檎山氏 (東大)

の案内で専用パス [ζ乗り ζみ， 深夜の街を走ってワイキキ の ホテ jレlζ向っ

た。着いてみると災害告のホテノレ変更で面食ったが，兎lζ角別の瀦f7簡なホテノレ

Iζ落着いてほっとする。 同室lζ1'11村氏(教育大)， 文隣室lζは渡辺教授(お茶

の水大)，永田教授 (東大 ・南極探検隊長)がおられるので心強い。 十年振り

にみるワ イキキlとは，何十階もある新しいホテノレが続々と立並び，南国の榔子

の下ムームー姿や ビキニスタイルのアメリカ美人が歩いて絵の様lζ美しい。

司会lζ先立ち DOTY氏の招待が8月20日夕方からあるので，折柄留学

~I:Jの新|崎氏 lζ迎えられ， ホノノレ Jレ市の正の上にある同氏宅 lζ 向った。

出席者は ABBOTT(米)，新崎(日)， CHAPMAN (ニユ戸 グーランド)， CHIU 

(中国)， DAvVSON(米)， DOTY夫

安 (米)， HOLLENBERG (米)， J1ZZ 

(豪)， MENEZ (比)， NIELSEN (デ

ンマーク)，NORHlS (米)，瀬木(日)，

WOMERSLEY (豪)氏等多彩な顔

振れであったが，東洋人も多い

せいか一同坐って独f持のハワイ

料理をいただき，太平洋地域の

E菜類学研究について各同別[ζ麗 ハワイ大学植物学教室 DeanHallと参会者
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瀬木 ・ アメリカを巡り て (1) 31 

々懇談した。 夜 111時頃更けゆく南国の夜を惜しみつつ，ハワイ らしく各自

ターチ (道しるべの火)をたよりに帰路についた。

第 10回太平洋学術会議は8月21日からいよいよハワ イ大学で開会され

たが，9月2日以後は数日乃至 10日間位に亘って 4つの主な Fieldtripが専

門別lζハワイ 諸島で行なわれた。 乙の会議は 9つの Sectionの下に 19の

Divisionがあり，各4つの Receptionと公開講演，2つの Paneldiscussion 

がある という可成大きい国際会議である。出席者は二千余人，内日本からの

参会者は百数十人に上った由である。猶l次回は東京で開催される。

ハワイ 大学へ Registrationのため8月21日朝行く。 大学の構内を歩い

7 ツカ ーサー榔子K掃入された案内板

ている と本当に御伽話の国lζ来

た様である。スプリンク ラーが

くるくる廻る芝生に包まれて白

いピノレが立並び，美しい都子の

下様々の服装をした各国人が歩

いて夢の様なキャンパスを現出

している。受付は一個所しかな

い為， 何百人の参会者が延々長

蛇の列を作っているが，誰一人

愚痴を言わないのもさすがお国

柄である。乙の日夕方からは〉米国務大臣主催のレセプションがワイ キキの

浜lζ面する芝生の上で行なわれ，和やかな一時を過した。終りに主催者と固

く握手を交わして散会した。

藻類関係の研究発表は 8月22日から 9月6日迄“MarineProductivity 

in the Paci五c"(a seri巴sof Sympo・ p

sia)としてハワイ大学植物学教室

Dean Hallで行なわれたが，之は

非常に広範囲にと りDivision

of Botany (Organizer ・Dr.SMITH， 

Hawaii Counterpart: Dr. DOTY)， 

Marin巴 Biology and Fisheries， 

Oceanography花関係するものを

も含めたものであるが，之を狭い ワイキ干にてのレセプション(左端は筆者)
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32 務類第10巻第l号 昭和37年4月

範囲にとり特に AlgalProduc-

tivity in the Pacific 1， IIとして

8月24，26日行なわれた分につ

いてプロ グラムを見る と次の如

くである。

前記 1(Review of Recent 

Development)としては， 8月24

日デンマ ー クの NIELSEN氏が

Chairmanとなり， 西条 ・市村

(日)， POMEROY (米)，]ITTS (豪)，
DOTY教授(中央，Dean Hal¥ tcて)

ALLEN (米)， HUMPHREY (米)氏等により Isotope及び他の植物プランク トン

増殖テクニッ ク等について夫々発表された。前記の II(Review of Major Fac-

tors Affecting Productivity and 1ts Sampling)としては， 8月26日には午前

RYTHER (米)が Chairmanとなり ，ANDERSON and BANSE (米)， THOMAS 

(米)， CASSIE (ニュー グーランド)， STRICKLAND (カナダ)氏等の主に植物プラ

ンク トンの生理等について研究発表が行なわれた。次いで (ContributedPro-

ductivity and Algal Papersとして 8月28日午前中1<=，ABBOTT(米)女史 Chair-

manとな り，NIELSEN (デンマーク)，元田，川村(日)， WATSON (米)，SOONG 

(台湾)，NORRIS (米)， LEE (韓国)， SEMU叫(ソl隣)氏の主に海藻及びプランク

トンの生理，生態， 分布，増殖さ草花関する種々の研究発表，お昼頃から は

Contributed Algal and Fungal Papersとして WOMERSLEY(豪)氏 Chairman

となり ，CHIU (中国)， 瀬木(日)，ABBOTT (米)，新崎，徳田(日)氏等の発表が

あり，その中 CHIU女史はDer・monemafrゅρieri(MONT. & MILLARD) BOERG. 

とNemalionpulvinatum GRUNOWの分類学的位置について述べ，筆者は先

年欧州各地で調べた見解をつけ加え て Enelittosψhoniaについ て論じ，
ABBOTT女史は Spermatangiaが紅藻の主要な分類学上の1ndicatorであると

述べた。 新崎氏は Monostromaの生活史，特に或種の Gomontia-type

Development について述べた。 総計50近く の多数の発表があったが，通覧

したと乙 ろプランクトン関係の発表が多いのに気付 いた。 乙の他8月 29日

には，Dr. WOMERSLEY による“TheS，αrconemia Group and its rεlationship" 

と称するシムポジュウム等，数民により夫々違った主題によって討論会が行

なわれた。
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講演会場の別室lζは， ME]¥'EZ氏出品のハ ワイ 産海藻楳本，系統樹図及

び CHAPMAN氏 (ニュージーランド)の潜水調査装置 (Protypeunderwater 

growth chamber for large algae)の写真の展示があった。

以上の他会議の期間中には， 色々の行事が行なわれた。 Sciencetheater 

として毎日科学映画が上映された他 “Luau"と称する宴会ではハワイ料理を

供し，色々の土人のフラ ・ダンスを上演した。又日本総領事の Receptionも

行なわれたが，外国の地でみる菊の御紋はやはり嬉しかった。

有名な BishopMuseum fとは中央lζハワ イ土人の民家が展示され，又別

の所lζはマツコウク ジラ (Phyceteemacroce，ρhalus LINN.， Sperm whale， Pa-

cific ocean産)の標品が天井から吊り下げてある。 乙のクジラは重量3トン

もある という巨大なもので，片面に内l臓がみえる様にしてあるのは興味深か

った。

ホノ Jレノレ滞在中オワフ島を一周した他，小さな ロ{カノレの飛行機lζ乗っ

てハワイ 本島をも訪れた。南国の清潔なとの島を一周し，不気味なキラウ エ

ア火山も廻ってその雄大な風光を楽しんだ。然 しヒロの海岸には，日本lとも

押し寄せたチリ地震津波によって被害を受けた家が，今なお残り ，当日寺の激

震振りを物語っているようで，胸痛む思いであった。

(2) ハワイからサンフランシスコ経由ワシントンヘ。

ホノノレノレの滞在も夢の如く過ぎ去って 8月末夜半再び日航機で乙乙を

出発しサンフランシス コに向った。機上ふと日を覚ますと折から繋明が訪れ

深紅の雲海上を飛び米大陸Iζ近づく 。午前 10I時半 10年振りにサンフラン シ

スコlζ第一歩を印 した。翌朝ζ

乙を出発しいよいよUALで米

大陸横断の旅にのぼったが，機

中l政一人の日本人であった。隣

席の米人夫婦と雑談している中

fC ，僅か数時間後早くも ワシン

トンに到着 した。

森の者i1iワシン トンでは Ca-

pitolの他多くの巨大な記念建

造物を訪れたが，vVhite house 

のみは思ったより小さかった。

見事な校振りの桜(ワシ ント ン・ポ ト7 γ ク

何回れζて)
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ポトマック河11伴で日本から送られた桜をみた H寺，何よ り羨 しかったのは折ら

れた校の跡もなく見事な枝振りを示している事であった。この国の高い公徳

心がうかがわれる。有名な S111ithonianInstitution (博物館)はThe111all (並樹

道)の両側に立並び，北側の Naturalhistory Building !Cは巨大な前世紀の

怪物 T7-ice7・atotsP:γorsus及び Glyttothel-iuma7官 onae(giant armadillo-like 

111 a111 111al)の大'骨格が特lζ注目をひいたが，後者は白色の巨大な カメ の如 き

形をし，長い鋸歯の如き尾が，不気味にのびている。 一方南側の Artsand 

Industories Building !とはラ イト の使用した軽飛行機， 日本徳川家の人(細川

家 ・1888年)の使用した駕能，事jl風特攻機等が展示されてあった。

滞在中の一日折柄留学中の志平さんの御厚:立によってメリ ーランド大学

を訪れた。広大な芝生の1:1]Iζ落付いた褐色のピノレが立並び，本当に頭がスッ

とする。 との大学の植物学教室 H.]. PATTERSON hall を訪ねると，折良くク

ラウス教授も居られ，Phycophysiology， Plant ne111atology， Pathologyの実験

室を見学したが，就中精巧なク ロレラ の実験装置 Sharplessuper Centrifuge 

等に目をみはった。

(3) ワシントンからニューヨークヘ

ワシン トンから AALで9月2日更lζ北進，一時間足らずで待望久しき

ニュ ーヨークに着いた。空港で‘は;折柄留学中の館Ilお氏lζ迎えられ，高いヒソレ

ニューヨークの Haskins

Laboratories 

の谷閣を走り エンパイヤ ・ピJレ(102階)の近

くにあるホ テノレ に落付く。 同氏留学中の

I-Iaskins Laboratori巴sはワシントン ・カーネ

ギ{研究所の Pr巴sidentが経営するもので，国

連近くにある五階建のピノレで， 1， 2階は会社

が入り 3，4， 5階が研究所となっている。 内

部の設備は充実 し， Inverted， Che111ist's 111icro-

scope，自動日照実験器等が注目をひいた。 所

長 PROVASOLI博士は生憎く渡欧中であったの

で，舘脇氏及び IRMAPn汀NER嬢の案内で見

学したが，とと では海藻の生化学的研究が行

なわれ， Require111ent substratu111の発見等優

れた研究が行なわれている。

ニュ ーヨーク水族館で特に注目をひいた
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瀬木 : アメリカを巡りて (1) 35 

のは Noisyfish， Sargassum fish及び電気般の放電の実験公開等であった。

放電実験は大きな水槽lζ電気般を入れ，棒でついて放電させ，外側の左lζオ

シログラフ，真中lとヴオノレトメ 戸ター，右lζランプを置き 500-600Vの放

電を実際lζ表示させている。

上記の他コロン ピア大学自然科学博物館，ロックフエラ ー・ セン ター，

Time Square， Coney Is1.， Radio City，国連等多くを廻ったが，天空高く鋒え

る壮厳なエンバイ ヤ ・ステー ト・ピノレからの眺望は噂通り素晴しかった。夕

方から夜lζなると高い ヒソレlζ一斉に灯がともり，光で限りなく，水晶宮の如

き景観を現出する。

ニュ ーヨークから坦々たるハイウェイをパスで北走する 乙と実lζ 7時間

余，果て しなく続く美しい別荘地帯を過ぎて，世界一の臨海実験所のある ウ

ツヅ ・ホーノレ(マサチュ ーセット 州)Iζ着く。途中自動車を 6--.;8台も乗せて

快走する巨大な トラックが珍しく自についた。乙ζ で留学中の安楽 ・大森氏

及び GUILLARD氏， TAYLOR教

授に心からl暖かく迎えられた。

乙の臨海実験所は既 lζ 創立 80

作の歴史を持ち，海洋研究所，

海洋生物研究所，水11矢館，水産

試験場を綜合したもので，之lζ

更に海軍の海洋研究所，政射能

研究所，二つの完備した図書館

を持ち，総計27Iζも及ぶピ lレ

ウ γヅ・ホーノレ海洋生物学研究所と から成り立っている。 300人の

テェ ーラー教授 所員，100トンの船 4笠， モー

ターボー ト数隻で太西洋‘地中海lζ活躍 し，完備した設備と相侯って34大な

業蹟を残している。 何よ りも羨しいのはl比等の研究所が1rlJよく同居し，互に

緊密に連絡し合って大きな綜合力を発揮しているととであった。

TAYLOR教慢は夏季大学の諮問として滞在中で，ミシガン大学へ帰任す

る間ぎわlζ折よく会えてきドであった。同教授は立派な海洋生物学研究所の一

室lζ居られるが，夏季大学の海藻実験室は木造二階建で， ]m-IN KINGSBURY 

博士 (CornellUniv巴rsity)の案内で同室内を見学したが，Sterilizer， Steamer， 

Autocluve等の設備が注目 され，又 Fucusfasciculosisを検鏡した。 乙乙 lζ
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滞在中 Dr.TAYLOR夫妻の案内で，附近の Falmouth海岸にて海藻採集を行

なったが，待望の Polys砂hon'ianovae-angliae TAYLORを採集出来たのは何

よりk喜しかった。その他 L01nentaria，Agardhiella， Sargassum， Cladosteph-

us， Sphaerotrichia等の日本にない種類をも採集する乙とが出来た。(続く)

学 ..6.. 
~ 録事

会員移動

(三重県立大学水産学部)

(昭和36年12月16日より昭和37年3月31日まで)

新入会(1名)

住所変更 (9名)

退会 (2名)

(昭和36年4月1日より昭和37年3月31日まで)

春立漁業研究会，瀬嵐哲夫，

寄贈文献

BOTAHI14ECKI1白河(4PHAJI，TOM XLVI 12， 

TOM XLVII 1. 
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